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　本研究は当院へ通院中のHIV感染者を対象とし、SARS-CoV-2ワクチン3回目の接種前及び接種後3-12
週時点で、SARS-CoV-2 IgG Ⅱ Quant assay(Abott Diagnostics; cut-off <50 AU/mL)、QuantiFERON
SARS-CoV-2 ELISA assay(QIAGEN Diagnostics; cut-off <0.15 IU/mL)を用いて液性および細胞性応答
を評価した。CD4陽性T細胞数 500/µLをcut-off値として2群(CD4数≥500/µL:Group1, CD4数<500/µ
L:Group2)に分け、免疫学的応答に有意な差があるか検討したものでありる。
　対象は34例で、患者背景についてはGroup1とGroup2の2群において、年齢、AIDSの既往以外に有意差
は認められなかった。3回目ワクチン接種後3-12週時点、24週時点のS抗体価およびIFN-γ値は、両群
で有意差は認められなかった。ワクチン接種後24週時点でS抗体価は約70%が高力価(≥4160AU/mL)を維
持し、IFN-γ値についても約90%がcut-off値(≥0.15IU/mL)を維持していた。一方で、ワクチン接種後
24週時点でIFN-γ≧0.15 IU/mLを維持していた割合はGroup1(CD4数≥500/µL)で有意に高率であった
(100% vs 73%, p-value 0.01, 100% vs 80%, p-value 0.04)。
　HIV感染者においても新型コロナウイルスワクチンの接種によって良好な液性免疫及び細胞性免疫が
誘導されると考えられたが、CD4陽性細胞数が低値の患者においてはワクチンによる長期的な細胞性免
疫誘導が誘導できない可能性がある。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につ
いての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的
な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を得た。よって
調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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